
































































であり，1902 年に相互会社として設立され 2010 年
に株式会社に転換した 1）．2015年の個人生命保険の























































んで隣接している（第 1 図）．大井町は 1956 年に 4
町が合併して誕生した．2015 年国勢調査によると，
世帯数 6,178，人口 1万 7,033人，65歳以上の高齢化
率は 25％である．昭和 35 年国勢調査によると，本
社移転が決定した時点の人口は 6,459 人であり，就



















































井本社は 2 倍の 10 部構成となったのに対して東京
は 3 倍の 46 部構成となり，特に団体営業課の職員






























建て，延床面積 9.9 万㎡の超高層ビル「DN タワー
21」が竣工し，第一生命保険と農林中金で半分ずつ
のフロアを使用することになった． 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3) 大井町では 1963 年に都市計画地域を決定していた
が，相互台を都市計画上の建築基準の適応から外すこ
とで高層ビルの建設が可能となっていた．18 階建の




ニ ュ ー ス リ リ ー ス （ http://www.dai-ichi-
life.co.jp/company/news/pdf/2007_054.pdf，2018 年 1 月
20日参照）に基づく． 
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